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１
．「
地
域
に
お
け
る
新
た
な
共
生
・

共
助
の
拠
点
形
成
」
の
考
え
方

　

昨
今
、
地
域
社
会
に
お
け
る

住
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課
題

へ
の
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
制
度

に
よ
る
高
齢
者
や
障
害
者
へ
の

包
括
的
対
応
の
拡
充
、
制
度
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
対
応

仕
切
れ
な
い
「
制
度
の
狭
間
」

に
あ
る
生
活
課
題
へ
の
対
応
、

地
域
の
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
交
流

で
き
る
居
場
所
づ
く
り
等
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

地
域
福
祉
の
実
践
に
お
い
て

は
、
依
然
と
し
て
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
対
象
者
・
サ
ー
ビ
ス
提
供

機
関
・
専
門
職
等
別
に
切
り
離

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
制

度
の
枠
組
み
を
超
え
た
地
域
の

住
民
と
し
て
の
交
わ
り
を
可
能

と
す
る
仕
組
み
づ
く
り
こ
そ

が
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

社
会
を
豊
か
に
変
え
て
い
く
と

考
え
て
い
る
。

　

本
事
業
で
モ
デ
ル
と
し
て
取

り
上
げ
た
三
条
市
に
あ
る
特
定

非
営
利
活
動
法
人
「
地
域
た
す

け
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
運

営
し
て
い
る「
か
じ
ま
ち
の
家
」

は
、住
民
参
加
型
福
祉
活
動（
助

け
あ
い
事
業
）、介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
（
通
所
、
訪
問
介
護
）、

障
害
者
総
合
支
援
制
度
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
等
の
事
業

を
同
じ
敷
地
内
で
10
年
間
に
わ

た
っ
て
展
開
し
て
き
た
。
ま
さ

に
、
地
域
の
中
で
の
住
民
同
士

の
支
え
合
い
、
必
要
に
応
じ
て

利
用
可
能
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
、
誰
も
が
集
ま
れ
る
居
場

所
―
と
い
う
空
間
を
一
体
的
に

創
り
上
げ
て
き
た
。

　

本
稿
で
は
、
平
成

　

本
稿
で
は
、
平
成
2525
〜〜
2626
年
度
に
行
わ
れ
た
「
地

年
度
に
行
わ
れ
た
「
地

域
福
祉
活
動
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
事
業
―
地
域
に

域
福
祉
活
動
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
事
業
―
地
域
に

お
け
る
新
た
な
共
生
・
共
助
の
拠
点
形
成
」
の
成
果

お
け
る
新
た
な
共
生
・
共
助
の
拠
点
形
成
」
の
成
果

を
報
告
す
る
。

を
報
告
す
る
。

　
「
地
域
福
祉
活
動
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
事
業
」

　
「
地
域
福
祉
活
動
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
事
業
」

と
は
、
大
学
等
研
究
機
関
か
ら
県
内
の
地
域
福
祉
活

と
は
、
大
学
等
研
究
機
関
か
ら
県
内
の
地
域
福
祉
活

動
を
活
性
化
す
る
た
め
の
住
民
参
加
の
手
法
や
多
様

動
を
活
性
化
す
る
た
め
の
住
民
参
加
の
手
法
や
多
様

な
社
会
資
源
と
の
連
携
方
法
等
を
提
案
し
て
も
ら

な
社
会
資
源
と
の
連
携
方
法
等
を
提
案
し
て
も
ら

い
、
大
学
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
協
働
で
事
業
実
施

い
、
大
学
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
協
働
で
事
業
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
福
祉
課
題
の
解
決
と
新

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
福
祉
課
題
の
解
決
と
新

た
な
支
え
合
い
の
モ
デ
ル
づ
く
り
を
行
う
事
業
で
あ

た
な
支
え
合
い
の
モ
デ
ル
づ
く
り
を
行
う
事
業
で
あ

る
。
る
。

―地域住民を支えていく仕組みづくり―
今、できること
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２
．「
地
域
に
お
け
る
新
た
な
共
生
・

共
助
の
拠
点
形
成
」
の
相
乗
効
果

①
人
と
ヒ
ト
が
つ
な
が
る

　

本
事
業
で
実
施
し
た
三
条
市

内
の
「
利
用
者
及
び
住
民
座
談

会
」（
計
５
回
）
を
通
し
て
、

既
存
の
制
度
で
は
対
応
で
き
な

い
生
活
課
題
を
多
く
の
住
民
と

利
用
者
及
び
家
族
が
抱
え
て
い

る
こ
と
や
、
地
域
に
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
居
場
所
の
必
要
性
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
同
士
の
つ
な

が
り
の
希
薄
さ
等
を
検
証
で
き

た
。
事
業
の
モ
デ
ル
と
し
て
の

「
か
じ
ま
ち
の
家
」
で
は
、
助

け
あ
い
事
業
の
会
員
に
な
れ
ば

生
活
上
に
困
っ
た
時
（
ゴ
ミ
出

し
、
清
掃
、
入
退
院
時
や
在
宅

で
の
見
守
り
、
草
取
り
、
雪
か

き
、
買
い
物
や
娯
楽
の
付
添
い

かじまちの家かじまちの家

李
い

在
じぇ

檍
おく

准教授

新潟青陵大学社会福祉学科准教授　李
い

在
じぇ

檍
おく
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等
）
の
支
援
を
会
員
同
士
が
行

う
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
。
助
け
る
会
員
も

助
け
ら
れ
る
会
員
も
お
互
い
の

必
要
性
を
認
め
合
う
。
漠
然
と

し
た
誰
か
を
助
け
た
い
、
誰
か

に
助
け
て
も
ら
え
た
ら
で
は
な

く
、
助
け
る
人
と
助
け
ら
れ
る

人
を
つ
な
ぐ
拠
点
を
地
域
に
つ

く
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
の
住
民
が
持
っ
て
い
る
力
を

引
き
出
し
合
い
「
困
っ
た
時
は

お
互
い
さ
ま
」
の
仕
組
み
が
生

ま
れ
る
。

②
こ
と
か
ら
コ
ト
が
生
ま
れ
る

　

本
事
業
で
は
、「
社
会
福
祉

施
設
に
お
け
る
地
域
貢
献
活
動

に
つ
い
て
の
調
査
」（
平
成
26

年
８
月
）
と
、「
社
会
福
祉
法

人
の
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な

活
動
に
関
す
る
実
態
把
握
調
査

結
果
」（
平
成
26
年
11
月
）
の

分
析
を
行
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、

社
会
福
祉
法
人
に
お
け
る
既
存

の
社
会
貢
献
活
動
は
、
多
く
の

法
人
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
入
れ
や
地
域
住
民
と
の

交
流
を
目
的
と
し
た
夏
祭
り
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
様
子
が
見
え
て
き
た
。

現
状
の
課
題
と
し
て
は
、
社
会

貢
献
活
動
と
既
存
事
業
の
仕
分

け
の
困
難
さ
、
運
営
資
金
の
不

足
、
人
材
確
保
の
厳
し
さ
が
把

握
で
き
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
に
は
多
様
な

役
割
と
地
域
貢
献
活
動
へ
の
新

た
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
特
に
、
新
た
な
担
い
手

の
確
保
に
つ
な
が
る
住
民
と
の

関
係
づ
く
り
の
形
成
、
既
存
の

事
業
の
機
能
と
資
源
を
持
ち
合

せ
て
地
域
貢
献
活
動
へ
応
用
可

能
な
新
た
な
事
業
展
開
を
模
索

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

地
域
に
お
い
て
人
と
人
が
出

会
い
、
話
し
あ
い
、
食
べ
る
こ

と
は
極
普
通
の
こ
と
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
、
こ
の
普
通
の

生
活
を
営
め
な
い
人
々
が
増
え

て
い
る
の
が
今
の
地
域
の
実
情

で
あ
る
。
社
会
福
祉
法
人
だ
け

で
は
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
民
間
企
業
、

大
学
、
住
民
団
体
等
の
居
場
所

づ
く
り
に
よ
っ
て
、
そ
の
場
で

行
う
食
事
で
あ
っ
て
も
、
お
茶

飲
み
で
あ
っ
て
も
、
地
域
差
や

ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
た
上
で
時

間
、
お
金
、
人
手
等
に
合
っ
た

小
さ
な
こ
と
か
ら
の
始
ま
り
が

地
域
貢
献
に
つ
な
が
る
と
意
識

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

③
今
、
で
き
る
こ
と

　

実
際
に
「
か
じ
ま
ち
の
家
」

の
取
り
組
み
を
今
す
ぐ
導
入

し
、
事
業
を
行
う
こ
と
は
そ
う

簡
単
で
は
な
い
。
現
在
の
「
か

じ
ま
ち
の
家
」
に
よ
る
高
齢
者

や
障
害
者
の
支
援
と
居
場
所
形

成
の
実
践
が
地
域
住
民
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で

は
15
年
間
の
時
間
と
試
行
錯
誤

を
要
し
た
。
各
地
で
課
題
と
し

て
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
ひ

と
つ
に
空
き
家
の
問
題
が
あ

る
。
ま
た
地
域
で
は
古
民
家
の

再
生
方
法
に
悩
ん
で
い
る
。
そ

こ
で
、
家
の
持
ち
主
や
家
族
、

地
域
住
民
の
思
い
を
大
切
に
し

な
が
ら
、 

地
域
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
空
間
へ
と
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。
現
在
の
「
か
じ

ま
ち
の
家
」
も
築
60
年
の
古
民

家
を
会
員
や
住
民
の
力
で
購

入
・
再
生
さ
せ
て
き
た
。

　

地
域
の
特
性
や
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
、
誰
も
が
利
用
可
能
な
場

づ
く
り
の
た
め
に 

様
々
な
立

場
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
、「
共
生
・
共
助
関
係
か
ら

生
ま
れ
る
相
乗
効
果
」
に
よ
る

新
た
な
「
地
域
を
創
る
」
と
い

う
仕
組
み
づ
く
り
と
取
り
組
み

の
実
践
が
県
内
に
拡
大
し
て
い

く
こ
と
を
望
む
。

コミュニティカフェ「ふらっと」のお昼時間

地域における新たな共生・共助の拠点形成による相乗効果のイメージ

・ 生活課題解決
　（ ゴミ出し、草取
り、雪かき、清
掃、通院や買い
物付添い等）

・ 制度的サービス
利用

・世代間交流
・孤独・孤立化防止

地 域 住 民

・ 住民の主体的な
参加と成長
・ 住民同士の支え
合いやつながり
の構築
・ 空き家等の社会
資源の利活用
・ 地域社会の課題
とニーズの理解
・ 地域福祉文化の
創造
・地域福祉向上

地 域 社 会

・地域貢献
・ 複合型サービス
提供

・新たな人材確保
　（住民）
・ サービス利用者
確保

サービス提供主体

地域助けあい事業地域助けあい事業

住民の居場所住民の居場所

介護保険サービス介護保険サービス
（通所・訪問）（通所・訪問）
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東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事

故
に
よ
り
新
潟
県
内
に
避
難
し

て
い
る
福
島
県
の
人
た
ち
を
支

え
る
復
興
支
援
員
に
、
新
潟
県

社
会
福
祉
協
議
会
所
属
の
３
人

が
委
嘱
さ
れ
、
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

支
援
員
は
、
福
島
県
が
新
潟

県
を
通
し
て
依
頼
し
て
き
た
も

の
。
県
社
協
地
域
福
祉
課
の
遠

藤
由
香
主
査
と
、
公
募
に
よ
っ

て
選
ば
れ
た
大
掛
幸
夫
さ
ん
、

滝
沢
穂
瑞
さ
ん
の
３
人
が
来
年

３
月
ま
で
対
応
し
ま
す
。

　

避
難
宅
を
訪
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
提
供
し
た
り
、
相
談
に

親
身
に
応
じ
た
り
す
る
の
が
主

な
仕
事
で
す
。
大
掛
さ
ん
と
滝

沢
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
も
中
越

沖
地
震
や
東
日
本
大
震
災
な
ど

で
被
災
者
の
支
援
に
当
た
っ
た

経
験
を
持
っ
て
お
り
、「
顔
の

見
え
る
関
係
を
築
き
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
状
況
に
合
わ
せ
た
支

援
を
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
遠
藤
主
査
は
、
対

外
的
折
衝
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な

ど
後
方
支
援
を
主
に
担
当
し
ま

す
。

　

７
月
15
日
、
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン

プ
ラ
ザ
で
福
島
県
か
ら
委
嘱
状

を
交
付
＝
写
真
＝
さ
れ
た
３
人

は
、
具
体
的
な
支
援
計
画
を
練

る
な
ど
の
活
動
に
着
手
。
避
難

者
宅
を
戸
別
訪
問
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
家
族
が
抱
え
る
悩
み
を

聞
く
な
ど
積
極
的
に
動
き
始
め

ま
し
た
。

　
「
第
24
回
全
国
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ふ
く
し
ま
」
が
11
月
21
、

22
の
両
日
、
福
島
県
郡
山

市
で
開
か
れ
ま
す
。

　

大
会
テ
ー
マ
は
「〝
あ

り
が
と
う
〞
未
来
に
つ
な

ご
う　

ふ
く
し
ま
か
ら
」。

東
日
本
大
震
災
以
来
同
県

を
支
援
し
て
い
る
全
国
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝
の

気
持
ち
を
表
す
と
と
も

に
、「
あ
り
が
と
う
」
と

い
う
言
葉
が
持
つ
力
、
活

動
の
原
点
を
再
確
認
す
る

心
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み
の
在
り
方
を
考

え
、
大
震
災
の
経
験
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
未
来

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
初
日
に
は
、
基
調

講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
か
れ
ま
す
。
講
演
は
飯

舘
村
の
菅
野
典
雄
村
長
に

よ
る
「『
お
金
の
世
界
』

か
ら
『
い
の
ち
の
世
界
』　

『
成
長
社
会
』
か
ら
『
成

熟
社
会
』へ
」。そ
の
後「
未

来
に
つ
な
ぐ
日
ご
ろ
の
つ

な
が
り
・
支
え
合
い
」
を

テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

が
語
り
合
い
ま
す
。

　

翌
22
日
に
は
、「
た
す

け
あ
い
・
支
え
合
い
の
ま

ち
づ
く
り
」「
つ
な
が
り
・

次
世
代
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

「
ふ
く
し
ま
の
今
と
未
来
」

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

の
４
つ
の
大
テ
ー
マ
の
下

22
の
分
科
会
が
行
わ
れ
ま

す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

は
、
過
疎
と
高
齢
化
に
悩

む
金
山
町
・
昭
和
町
コ
ー

ス
、
歴
史
と
伝
統
の
会
津

若
松
市
コ
ー
ス
を
巡
り
ま

す
。

　

前
日
特
別
企
画
（
20
日

午
後
〜
21
日
午
前
）
と
し

て
、
原
子
力
災
害
対
応
の

拠
点
を
巡
る
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
も
あ
り
ま
す
。
楢
葉

町
や
い
わ
き
市
を
訪
れ
、

福
島
の
「
今
」
を
視
察
す

る
こ
と
で
学
び
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で

す
。

　

参
加
費
は
３
千
円
（
大

学
生
以
下
無
料
。
特
別
企

画
な
ど
は
別
途
料
金
）。

参
加
申
し
込
み
は
、
10
月

９
日
ま
で
に
福
島
県
社
会

福
祉
協
議
会
（
〒
９
６
０

―

８
１
４
１　

福
島
市
渡

利
字
七
社
宮
１
１
１
）
内

の
実
行
委
員
会
事
務
局
へ
。

復 興 支 援 員 福
島
県
が
県
社
協
の
３
人
に
委
嘱

県
内
避
難
者
の
生
活
を
後
押
し

｢

あ
り
が
と
う｣

の
持
つ
力

全
国
へ
未
来
へ
と
つ
な
ぐ

第24回全国ボランティアフェスティバルふくしま
11月21～22日・福島県郡山市
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内
閣
府
や
全
国
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
が
呼
び
掛

け
る
「
老
人
の
日
・
老
人

週
間
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
15
〜
21
日
）
が
、
今
年

も
全
国
で
展
開
さ
れ
ま

す
。

　

世
界
で
も
有
数
の
長
寿

国
・
日
本
。
認
知
症
高
齢

者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

尊
厳
あ
る
超
高
齢
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に

向
け
た
取
り
組
み
が
各
地

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
月
に
は
認
知
症
施
策
推

進
総
合
戦
略
（
新
オ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
）
も
策
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
、
高
齢
者
の

社
会
参
加
、
介
護
予
防
へ

の
取
り
組
み
―
な
ど
、
６

つ
の
目
標
を

掲
げ
て
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
活

動
す
る
よ
う

呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。

第42回国際福祉機器展H.C.R2015

世界の機器や最新情報満載 

　高齢者や障害者の自立生活を支え、社会参加
促進に重要な役割を果たす福祉機器を紹介する
「第42回国際福祉機器展Ｈ.Ｃ.Ｒ2015」が、今
年も10月７日から９日まで、東京・有明の「東
京ビッグサイト東展示ホール」で開かれます。
　14カ国・１地域から523社が参加、約２万点
の福祉機器が展示されるほか、多彩な関連情報
が提供されます。入場は無料・登録制で一部プ
ログラムは有料になります。
　連日催されるセミナーは、「障害者に対する
差別の禁止と合理的配慮」が加わったほか、
「福祉現場での実践事例の発表」、「高齢者向け
の手軽な日々の食事」など多彩な内容で実施さ
れます。
　テーマに沿った機器が集中展示される特設会
場。「子ども広場」や最新技術を駆使して研究
が進む機器を紹介する「福祉機器開発最前線」
など盛りだくさん。「アルテク講座」では、身

近にあ・る・テ・ク・ノロジーを活用した福祉的コミュ
ニケーションの方法を解説します。
　８日午後には、国際シンポジウムが開かれま
す。今年のテーマは、「介護サービス従事者を
いかに確保するか？　～ドイツ、米国、日本の
比較から今後の課題とその対策を考える」。欧米
の実践レポートを踏まえ日本の今後のあり方に
ついて考察する予定です。
　問い合わせは、Ｈ.Ｃ.Ｒ2015事務局、電話03
（3580）3052へ。

新潟ユニゾンプラザ福祉機器展示室

10月1日「いきいき生活応援館」
オープン！

　新潟ユニゾンプラザの福祉機器展示室は休業
しておりましたが、10月１日に「いきいき生活
応援館ユニゾンプラザ店（あおやまメディカル
株式会社）」として再オープンします。オープ
ンを記念して10月の1カ月間は、セールなどイ
ベントを計画しています。

み
ん
な
で
築
こ
う
安
心
と

み
ん
な
で
築
こ
う
安
心
と

活
力
あ
る
健
康
長
寿
社
会

活
力
あ
る
健
康
長
寿
社
会

1515
日
か
ら「
老
人
の
日
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
か
ら「
老
人
の
日
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

寄付寄付
ありがとうございましありがとうございましたた

７月31日
株式会社大庄　　613,544円

８月10日
匿名　　　　　150,000円

（敬称略）（敬称略）
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「
減
塩
」
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

　

新
潟
県
で
は
、
平
成
21
年
か

ら
「
に
い
が
た
減
塩
ル
ネ
サ
ン

ス
運
動
」
と
い
う
取
組
に
着
手

し
、
こ
の
た
び
、
そ
の
取
組
が

日
本
心
臓
財
団
の
「
小
林
太
刀

夫
賞
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
写

真
は
、
県
福
祉
保
健
部
長
へ
の

受
賞
報
告
の
際
に
写
し
た
も
の

で
す
。

　

受
賞
し
た
の
は
新
潟
県
庁
と

新
潟
県
の
保
健
所
に
勤
務
す
る

管
理
栄
養
士
の
グ
ル
ー
プ
で
す

が
、県
民
、

県
内
企
業
、

学
校
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
の
皆
様
の

ご
理
解
・
ご
協
力
の
賜
物
で
あ

り
、
皆
様
に
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
「
減
塩
ル
ネ
サ
ン
ス
」
は
、

県
の
「
健
康
ビ
ジ
ネ
ス
連
峰
政

策
」
の
一
つ
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
県
民
の
食
塩
摂
取

量
が
近
年
下
げ
止
ま
っ
て
い
る

中
、
家
庭
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
だ
け
で
は
限
界
で
、
外
食
や

中
食
（
外
で
買
っ
た
食
品
を
家

な
ど
に
持
ち
帰
っ
て
食
べ
る
）

を
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ

る
、
つ
ま
り
、
産
業
界
と
の
コ

ラ
ボ
が
必
然
で
あ
り
ま
し
た
。

　

単
に
「
減
塩
」
と
い
う
と
我

慢
を
強
い
ら
れ
る
気
が
し
て
よ

ろ
し
く
な
い
、
少
し
ず
つ
無
理

の
な
い
範
囲
で
何
か
工
夫
が
で

き
な
い
か
？
と
日
々
考
え
て
い

ま
す
。

　

一
つ
お
す
す
め
し
た
い
の

が
、
酢
や
香
辛
料
を
う
ま
く
使

う
こ
と
で
す
。私

が
よ
く
や
る
の

は
、キ
ャ
ベ
ツ
、

レ
タ
ス
、
も
や

し
、
人
参
を
水

で
洗
っ
て
、
耐

熱
ガ
ラ
ス
の
容
器
に
入
れ
て
電

子
レ
ン
ジ
に
か
け
る
「
温
野

菜
」
で
す
。
味
付
け
は
酢
ま
た

は
レ
モ
ン
汁
、
し
ょ
う
ゆ
、
あ

ら
び
き
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
ッ
パ
ー
、

お
好
み
で
ご
ま
油
、
練
り
梅
、

し
そ
の
葉
、
長
ね
ぎ
、

し
ょ
う
が
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
る
と
、
実
に
美

味
し
い
で
す
。
「
私
も

こ
ん
な
工
夫
を
し
て
い

る
よ
！
」
と
い
っ
た
ア

イ
デ
ア
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

その十

第65回新潟県民福祉大会第65回新潟県民福祉大会
10月27・28日に新潟市で開催10月27・28日に新潟市で開催

　身体障害者福祉法・精神保健及び精神障害者福
祉に関する法律施行65周年並びに知的障害者福
祉法施行55周年を記念して「第65回新潟県民福
祉大会」（県、県社会福祉協議会、県共同募金
会、新潟市、新潟市社会福祉協議会主催）を、
10月27、28の両日新潟市内で開催します。大会
初日はテーマを絞った２つの研究集会、２日目に
は社会福祉功労者を表彰する式典と記念講演が行
われます。講師は、日独間の医療分野の優れた功
績に与えられるベルツ賞や高松宮賞、安田医学奨
励賞など数々の受賞歴をお持ちの順天堂大学名誉
教授・奥村康さん。“免疫と長生き”～不良長寿の
すすめ～についてお話し頂きます。

【10月27日（火）】
　研究集会（時間：午後１時30分～４時30
分　会場：新潟テルサ他）
◆第１研究集会
　「地域における権利擁護体制構築に向けた
取り組み」
◆第２研究集会
　「就労困難者を支える地域づくり～役割を
コーディネートする～」

【10月28日（水）】
　式典・記念講演（時間：午前９時40分～正
午　会場：新潟テルサ）
◆式典
　社会福祉功労者に対し県知事表彰、県社会
福祉協議会長表彰、県共同募金会長表彰を行
います。
◆記念講演
　順天堂大学名誉教授・奥村康氏をお迎え
し、”免疫と長生き“～不良長寿のすすめ～の
演題でご講演いただきます。

【問い合わせ先】
　新潟県社会福祉協議会　総務管理課（電
話：025-281-5520　FAX：025-281-5528）
※開催要綱等は、新潟県社会福祉協議会ホー
ムページにも掲載しています。
（http://www. fukushiniigata.or.jp/）
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新
潟
県
は
、
９
月
を
「
県
自

殺
対
策
推
進
月
間
」
と
定
め
、

自
殺
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展

開
し
ま
す
。
県
民
一
人
ひ
と
り

が
自
殺
対
策
の
主
役
で
あ
る
こ

と
の
共
通
理
解
と
認
識
を
広
め

る
た
め
、「
た
っ
た
一
人
の
あ

な
た
で
す　

た
っ
た
一
つ
の
命

で
す
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
集
中
的
に
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　

昨
26
年
の
県
内
の
自
殺
者
は

５
４
２
人
で
し
た
。
人
口
10
万

人
当
た
り
の
自
殺
死
亡
率
は

23
・
５
で
、全
国
水
準
（
19
・
５
）

よ
り
常
に
高
い
値
で
推
移
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
が
実

施
す
る
「
自
殺
予
防
週
間
」
を

独
自
に
１
カ
月
に
拡
大
、
強
力

な
啓
蒙
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

新
聞
、テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
等
々

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
、
自

殺
予
防
に
関
す
る
知
識
の
普
及

や
相
談
窓
口
な
ど
支
援
情
報
を

提
供
し
ま
す
。
企
業
・
団
体
に

は
「
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
応
援

団
」
を
募
集
し
ま
す
。
働
き
盛

り
世
代
の
自
殺
予
防
意
識
を
高

め
る
た
め
、
積
極
的
に
対
策
に

取
り
組
む
企
業
な
ど
を
登
録
す

る
も
の
で
す
。
県
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
、
福
祉
関
係
団
体
の

参
加
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
民
間
で
も
、
研
修
会
や

講
演
会
な
ど
を
積
極
的
に
開
い

て
い
ま
す
。

　

母
子
生
活
支
援
施
設
に
お
け

る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
確
立

に
向
け
た
「
第
55
回
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
研
究
協
議
会
」（
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
母
子
生
活
支
援
施
設
協

議
会
・
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議

会
・
新
潟
県
母
子
生
活
支
援
施

設
連
絡
協
議
会
主
催
）
が
７
月
、

新
潟
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
稲
垣
美
加
子
・

淑
徳
大
学
教
授
が
「
母
子
生
活

支
援
施
設
に
必
要

な
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
と
は
」
と

題
し
て
基
調
講

演
、
支
援
施
設
の
機
能
と
役
割

の
変
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
熱
っ
ぽ
く
語
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
開
か
れ
た
３
つ
の
分

科
会
で
は
、
実
例
報
告
と
活
発

な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
研
究
部
会
で
は
、「
２

年
の
壁
」
問
題
で
退
所
し
心
理

的
に
不
安
定
に
な
る
子
ど
も
た

ち
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
の
支
援
の
在
り
方
」

を
語
り
合
っ
た
第
２
研
究
部

会
。
Ｄ
Ｖ
の
影
響
を
色
濃
く
残

す
子
ど
も
の
「
心
の
自
立
」
を

支
え
る
に
は
、「
根
気
力
」と「
丁

寧
さ
」
で
立
ち
向
か
う
こ
と
の

大
切
さ
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
自
由
テ
ー
マ
」
の
第
３
研

究
部
会
で
は
、
専
門
性
を
高
め

る
た
め
の
取
り
組
み
が
、
神
奈

川
県
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

同
県
内
の
11
施
設
が
参
加
、

テ
ー
マ
を
決
め
て
年
４
回
（
26

年
度
）
研
修
を
実
施
し
て
い
る

成
果
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
中
信
託
銀
行
は
、
公
益
信

託
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
新
潟
県
信
連
創

立
50
周
年
記
念
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
支
援
基
金
の
助
成
先
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
主
な
担
い
手
で
あ
る
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
を
支
援
・
育
成
す

る
活
動
に
対
し
助
成
を
行
う
も

の
で
、
社
会
福
祉
法
人
、
公
益

法
人
と
３
年
以
上

活
動
し
概
ね
10
人

以
上
で
構
成
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
①

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
活
動
お
よ

び
当
該
活
動
を
支
援
す
る
設
備

の
整
備
等
②
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
資
質
向
上
の
た
め
の
各
種
事

業
の
開
催
等
③
そ
の
他
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

に
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
金
額
は
対
象
費
用
全
体

の
70
％
以
内
で
、
原
則
と
し
て

①
の
場
合
は
75
万
円
、
②
は

25
万
円
が
、
１
件
当
た
り
の
限

度
額
と
な
り
ま
す
。

　

助
成
希
望
者
は
、
11
月
30
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、〒
１
０
１

―
０
０
４
７　

東
京
都
千
代
田

区
内
神
田
１
の
１
の
12　

農
中

信
託
銀
行
営
業
推
進
部
「
Ｊ
Ａ

バ
ン
ク
新
潟
県
信
連
創
立
50
周

年
記
念
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
支

援
基
金
」
係
へ
。
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

nochutb.co.jp/

で
ご
確
認
を
。

９
月
は
新
潟
県
自
殺
対
策
推
進
月
間

９
月
は
新
潟
県
自
殺
対
策
推
進
月
間

み
ん
な
で
守
ろ
う
大
切
な
命

み
ん
な
で
守
ろ
う
大
切
な
命

ホ
ー
ホホホ
ー
ホ
ー
ム
ヘ
ム
ヘ
ム
ヘ
ル
パ
ル
パ
ル
パ
ー

ホホホホ
ー
ム
ヘ
ム
ヘ
ム
ヘ
ル
パ
ル
パ
ル
パ
ー
支
援
支
援
支
援
基
金
基
金
基
金

支
援
支
援
支
援
基
金
基
金
基
金

支支支支支支
援援援
・
育育育
成成成
団
体体体
を
助助助
成成成

支支支支支
援援援
・
育育育
成成成
団団団
体体体
を
助助助
成成成

新潟県こころの
相談ダイヤル

0570－783－025

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
協
議
会
で

母
子
生
活
支
援
の
在
り
方
探
る
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Informat ion Red Feather

　第69回共同募金運動の目標額と助成計画が７月29日開催の第156回評議員会で次のとおり決定しまし
たので、社会福祉法第119条の規定に基づき公告いたします。

平成27年８月１日    社会福祉法人　新潟県共同募金会

２. 助成先の範囲

・救護施設…………………………… 1施設
・特別養護老人ホーム……………… 6施設
・老人デイサービス………………… 4施設
・小規模多機能型居宅介護………… 1施設
・障害者支援施設…………………… 1施設
・就労継続支援B型 ………………… 6施設
・地域活動支援センター・
　　障害者小規模作業所………… 33施設
・地域活動車整備事業…………… 11社協
　（ワゴン車2台　バンタイプ3台
　　軽自動車6台）
・災害見舞金配分事業……………… 1団体
・県社会福祉協議会………………… 1団体
・市社会福祉協議会……………… 20団体

・町村社会福祉協議会 …………… 10団体
・母子寡婦福祉関係団体 …………… 2団体
・児童福祉関係団体 ………………… 2団体
・高齢者福祉関係団体 ……………… 1団体
・知的障害者福祉関係団体 ………… 1団体
・身体障害者福祉関係団体 ………… 4団体
・精神障害者福祉関係団体 ………… 1団体
・更生保護事業団体 ………………… 1団体
・その他の福祉団体 ………………… 4団体
・NPO・ボランティア団体 ………… 3団体
・地域活動団体 ……………………… 7団体
・地域歳末たすけあい事業 ……… 22社協
・NHK歳末たすけあい事業 ……… 12施設

３. 助成計画の審査
　　 　助成者の助成申請に基づき、県社会福祉協議会の意見を参考に配分委員会で審議し理事会、評議員会
で助成計画を決定した。

４. 使用年度及び助成時期
　　  ……………………平成28年度事業に対して平成28年４月に助成する。
　　  ……………………平成27年度事業に対して速やかに助成する。

１. 目標額　484,007千円　　  　391,999千円、 　90,008千円
 2,000千円

共 同 募 金 計 画 公 告共 同 募 金 計 画 公 告
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福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉NEWSNNNNNNNNNNNEEEEEEEEEEEWWWWWWWWWWWSSSSSSSSSSS 2015年7月11日～8月10日

旨
味
凝
縮
、
デ
ザ
ー
ト
に
も
お
勧
め
の
豆
腐

　

お
か
ら
を
一
切
出
さ
ず
、
大

豆
を
丸
ご
と
使
っ
た
豆
腐
が
あ

る
。
そ
の
名
は
「
豆
天
使
」。

今
年
10
周
年
を
迎
え
た
「
工
房

は
た
や
」（
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
）
自
慢
の
イ
ッ
ピ
ン
。

　

味
が
薄
い
豆
腐
も
目
に
す
る

昨
今
、
こ
れ
は
正
真
正
銘
、
本

物
の
味
。
旨
味
が
ギ
ュ
ッ
と
凝

縮
し
て
濃
い
。
一
口
含
め
ば
、

し
っ
と
り
と
口
の
中
で
溶
け
る

う
ま
さ
は
、
言
う
こ
と
な
し
。

　

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
、
絹
、
木

綿
、
お
ぼ
ろ
、
ご
ま
ど
う
ふ
、

そ
し
て
厚
揚
げ
。
普
通
に
冷
や

奴
で
食
べ
る
の
も
い
い
が
、
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と

塩
で
食
べ
る
の
も

い
け
る
。
フ
ル
ー

ツ
ソ
ー
ス
や
ジ
ャ

ム
な
ど
を
掛
け
、

デ
ザ
ー
ト
と
し
て

食
す
の
も
「
は
た

や
」
は
勧
め
て
い

る
。

　

半
信
半
疑
、
酸

味
の
利
い
た
ル

バ
ー
ブ
ジ
ャ
ム
で
試
し
て
み
た

ら
、こ
れ
が
よ
〜
く
合
う
。ビ
ッ

ク
リ
の
味
。
ご
自
分
の
舌
で
お

確
か
め
あ
れ
。

　

栄
養
も
豊
富
。
そ
も
そ
も
大

豆
は
、血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
し
、

老
化
防
止
の
役
に
立
つ
、
と
言

わ
れ
る
。
筋
肉
づ
く
り
や
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
に
も
効
果
が
あ
る

そ
う
な
。
そ
ん
な
「
豆
の
力
」

を
全
て
閉
じ
込
め
た
だ
け
に
、

体
に
い
い
の
は
間
違
い
な
い
。

　

豆
天
使
は
、「
は
た
や
」
の

ほ
か
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー「
西
川
ま
ち
な
か
さ
ろ
ん
」

（
新
潟
市
西
蒲
区
曽
根
）、
セ
ル

フ
片
山
ピ
ア
Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｉ
店

（
同
市
中
央
区
万
代
島
２
）、
岩

室
温
泉
の
観
光
施
設
「
い
わ
む

ろ
や
」な
ど
で
手
に
入
る
。
酒
・

ワ
イ
ン
の
友
に
、
い
か
が
。

福祉の店

味わい散歩味わい散歩

工
房
は
た
や

社
会
福
祉
法
人　

新
潟
み
ず
ほ
福
祉
会

（
新
潟
市
西
蒲
区
旗
屋
３
１
１
）

◇
９
時
〜
17
時

◇
土
・
日
・
祝
日
定
休

◇
☎
０
２
５
６
（
７
０
）
４
０
４
４

●西蒲
　中央病院

西川
中学校●

新潟ワコール
縫製（株）●

●曽根
　小学校越

後
曽
根 116116

★
工房はたや工房はたや

越
後
線

越
後
線
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２
０
１
４
年

に
、
地
域
に
お

い
て
効
率
的
か

つ
質
の
高
い
医

療
提
供
体
制
と

地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
的
に
、

「
医
療
介
護
総

合
確
保
推
進

法
」
が
成
立
し

ま
し
た
。
地
域

看
護
に
か
か
わ

る
部
分
で
は
、

「
チ
ー
ム
医
療

の
推
進
」
と
し

て
「
特
定
行
為

に
係
る
看
護
師

の
研
修
制
度
の

創
設
」
が
あ
り
ま
す
。
診
療
の

補
助
行
為
の
う
ち
、
難
易
度
の

高
い
「
特
定
行
為
」
を
法
に
基

づ
く
特
定
行
為
研
修
を
受
け
た

看
護
師
は
、
手
順
書
に
よ
り
行

う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
特
定
行
為
研
修
制
度

は
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
開

始
さ
れ
、
２
０
２
５
年
ま
で
に

研
修
修
了
者
10
万
人
以
上
の
養

成
を
国
は
目
標
に
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

医
師
の
判
断
を
待
た
ず
に
一

定
の
診
療
の
補
助
行
為
（
脱
水

症
状
に
対
す
る
輸
液
に
よ
る
補

正
等
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

看
護
師
が
存
在
す
る
こ
と
は
、

超
高
齢
社
会
の
中
で
地
域
に
お

い
て
慢
性
疾
患
や
複
数
の
疾
患

を
持
ち
な
が
ら
暮
ら
す
人
々
に

と
っ
て
医
療
的
支
援
を
在
宅
で

適
時
に
受
け
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
、
意
義
は
大
き
い
も
の
で

す
。
特
に
新
潟
県
は
離
島
や
豪

雪
中
山
間
地
域
な
ど
医
療
ア
ク

セ
ス
の
困
難
な
地
域
が
多
数
存

在
し
て
い
ま
す
の
で
、
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

世
界
で
は
米
国
が
１
９
６
０

年
代
に
、N

urse Practitioner

（
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ

ナ
ー
、
Ｎ
Ｐ
、「
診
療
看
護
師
」

と
訳
す
こ
と
が
多
い
）
の
制
度

を
つ
く
り
ま
し
た
。近
年
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
・
カ

ナ
ダ
等
の
国
々
も
Ｎ
Ｐ
制
度
を

採
り
入
れ
て
ま
す
の
で
、
日
本

に
お
い
て
も
成
果
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
た
め
に
は
特
定
行
為
研
修
の

質
だ
け
で
な
く
、
看
護
職
員
数

の
確
保
と
質
の
高
い
基
礎
教

育
・
現
任
教
育
が
基
盤
と
考
え

ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
第
七
次
看
護
職

員
需
給
見
通
し
に
関
す
る
検
討
会

報
告
書
（
平
成
22
年
12
月
報
告
）

で
は
、
新
潟
県
の
場
合
、
平
成
23

年
度
の
需
要
２
６
、７
９
３
人
、

供
給
２
６
、６
１
３
人
で
充
足
率

99
・
３
％
、
平
成
27
年
度
見
込
み

需
要
２
８
、４
４
０
人
、
供
給
見

込
み
２
８
、４
５
４
人
で
充
足
率

１
０
０
％
の
計
画
に
な
っ
て
お

り
、
平
成
24
年
12
月
31
日
現
在
の

県
内
就
業
者
数
は
２
８
、４
６
０

人
で
予
定
通
り
推
移
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
病

院
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

等
の
関
係
者
か
ら
は
人
員
確
保

の
厳
し
さ
を
お
聞
き
す
る
こ
と

も
度
々
あ
り
ま
す
。
看
護
職
員

の
確
保
及
び
特
定
行
為
を
行
う

看
護
師
が
新
潟
県
内
に
地
域
偏

在
す
る
こ
と
な
く
存
在
し
、
活

躍
す
る
日
が
１
日
で
も
早
く
実

現
し
ま
す
よ
う
に
、
医
療
関
係

者
だ
け
で
議
論
す
る
の
で
は
な

く
、
県
・
市
町
村
行
政
を
含
め

た
保
健
医
療
福
祉
関
係
者
の
皆

様
と
一
緒
に
議
論
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

在
宅
医
療
推
進
の

は「
特
定
行
為
の
可
能
な
看
護
師
」養
成

在
宅
医
療
推
進
の

は「
特
定
行
為
の
可
能
な
看
護
師
」養
成

新潟医療福祉大学

（うだ・ゆうこ）
○ 2010年3月まで保健師とし
て新潟県に勤務後、現職
○ 日本看護協会統括保健師人材
育成プログラム検討委員
※研究分野　
○ 災害看護、小規模離島・過疎
地域の看護

ここここここここここ
れれれれれれれれれ
かかかかかかかか
ららららららららら
のののののののの

ををを
考考考
えええ
るるる

看
護
学
科
准
教
授　
　

宇
田　

優
子
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７
月
17
日
（
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン

プ
ラ
ザ
）
と
25
日
（
ハ
イ
ブ
長

岡
）、
県
内
最
大
級
の
「
福
祉

の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
２
０
１

５
」
が
相
次
い
で
開
か
れ
ま
し

た
。
福
祉
人
材
の
確
保
や
定
着

が
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
事
業
所
と
就
職
希
望
者
の

仲
を
取
り
持
つ
た
め
、
新
潟
県

社
会
福
祉
協
議
会
が
新
潟
県
や

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
共
に
実
施
し
た
も

の
で
す
。

　

人
材
確
保
が
課
題
と
は
い

え
、
福
祉
の
仕
事
そ
の
も
の
へ

の
関
心
は
高
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
両
会
場
合
わ
せ
て
１
２
０

余
の
法
人
や
事
業
所
が
出
展
し

た
の
に
対
し
、
来
場
者
も
２
５

０
人
を
超
え
る
盛
況
で
し
た
。

　

来
場
者
の
中
で
最
も
多
か
っ

た
の
は
、
や
は
り
来
年
３
月
に

卒
業
を
控
え
た
学

生
た
ち
。
４
月
に

実
施
し
た
「
福
祉

業
界
就
活
さ
ぽ
ー

と
セ
ミ
ナ
ー
」
に

参
加
し
た
学
生
を
は
じ
め
、
県

内
外
か
ら
多
く
の
学
生
が
来
場

し
ま
し
た
。

　

今
年
の
就
職
フ
ェ
ア
は
、
８

月
１
日
の
採
用
選
考
解
禁
を
目

前
に
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
だ

け
に
、
会
場
内
で
は
積
極
的
に

活
動
す
る
学
生
た
ち
の
姿
が
目

に
付
き
ま
し
た
。
資
料
や
事
業

所
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
徹

底
的
に
比
較
し
、
担
当
者
に
質

問
を
ぶ
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

学
生
の
他
に
も
、
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
者
や
同
セ

ン
タ
ー
が
出
向
い
て
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
養

成
校
の
訓
練
生
、
今
は
ま
だ
経

験
が
な
い
け
れ
ど
近
い
将
来
福

祉
の
職
場
で
働
い
て
み
た
い
と

い
う
子
育
て
中
の
方
、
転
職
を

希
望
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
が
幅

広
く
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
早

く
か
ら
受
付
を
済
ま
せ
、
熱
心

に
資
料
に
目
を
通
す
姿
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
法
人
や
事
業
所
も
優

秀
な
人
材
を
集
め
る
た
め
の
工

夫
を
各
ブ
ー
ス
で
凝
ら
し
て
い

ま
し
た
。
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
に
写

真
や
ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
付
け
て

施
設
の
雰
囲
気
や
魅
力
を
伝
え

た
り
、
理
念
や
仕
事
の
内
容
、

求
め
る
人
材
像
な
ど
を
わ
か
り

や
す
く
丁
寧
に
説
明
し
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
準
備
し
た
椅
子

だ
け
で
は
足
り
ず
、
来
場
者
に

立
っ
た
ま
ま
話
を
聞
い
て
も
ら

う
ブ
ー
ス
も
数
多
く
あ
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
就
職
フ
ェ
ア
は
例
年

と
違
い
、「
時
間
制
」
を
採
り

入
れ
ま
し
た
。
一
定
時
間
で

ブ
ー
ス
内
の
来
場
者
を
入
れ
替

え
る
も
の
で
、
来
場
者
は
最
大

５
回
希
望
す
る
ブ
ー
ス
を
回
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
熱

心
な
来
場
者
に
は
少
し
物
足
り

な
か
っ
た
よ
う
で
、
回
収
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
も
っ
と
回

り
た
か
っ
た
」「
時
間
が
足
り

な
か
っ
た
」
な
ど
と
い
っ
た
声

も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

人にやさしい車
福祉車両のこまつが新潟より全国へお届けします。

買いたい!
福祉車両の

新車・中古車販売 !
常時展示中 !

たい!
両の
車販売 !
示中 !

売りたい!
福祉車両の買取
ご相談ください。

たい!
の買取
ださい。

直したい!
自社整備工場完備 !
福祉車両の代車無料。

祉車両のこまつが新潟より全国へお届けします。福祉

福祉車両専門店
福祉車両のこまつ
株式会社 オートモティブコマツ
新潟県三条市小古瀬31
http://294komatsu.com 
TEL 0256（45）3000

改造も
します。

至三条燕 IC

至中之島見附 IC 至見附

←
燕
三
条
駅

至新潟

セブン
イレブン●

ファミリー
マート●

（株）オートモティブ
　　コマツ

千把野

上
越
新
幹
線
 長
岡
駅
→

北
陸
自
動
車
道

8
展示場福島乙

新潟方面より
自動車で
北陸自動車道
三条燕インター
から15分

２
５
０
人
余
の

２
５
０
人
余
の

ま
な
ざ
し
熱
く

ま
な
ざ
し
熱
く

新
潟
・
長
岡　

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
２
０
１
５

新
潟
・
長
岡　

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
２
０
１
５
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皆
さ
ん
、
き
っ
と
そ
う
な
の

だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
入

念
に
下
準
備
す
る
人
で
あ
る
。

　

上
越
市
に
あ
る
職
場
に
入
っ

て
４
年
、
訪
問
介
護
一
筋
に
き

た
。エ
リ
ア
は
同
市
と
妙
高
市
。

地
元
（
清
里
区
）
と
は
い
え
知

ら
な
い
場
所
は
多
い
。

　

一
方
通
行
は
？　

消
雪
パ
イ

プ
は
？　

裏
道
は
？　

普
段
か

ら
道
路
情
報
に
目
を
光
ら
せ
耳

を
そ
ば
だ
て
て
い
る
。
特
に
初

め
て
の
場
所
は
、「
方
向
音
痴

だ
か
ら
」
と
、
下
見
す
る
ほ
ど

の
念
の
入
れ
よ
う
。

　

大
雪
な
ど
で
遅
れ
る
と
、
な

じ
み
の
利
用
者
な
ど
は
、「
ど

う
し
た
ね
？
」「
何
か
あ
っ
た

の
？
」
と
親
身
に
心
配
し
て
く

れ
る
。
あ
り
が
た
い
。
そ
れ
だ

け
に
、「
心
配
さ
せ
た
く
な
い
」

か
ら「
自
分
で
や
れ
る
こ
と
は
、

全
部
や
っ
て
い
る
」。

　

訪
問
介
護
に
は
、
入
浴
な
ど

の
身
体
介
護
と
、
料
理
な
ど
の

生
活
介
護
と
が
あ
る
。
料
理
の

場
合
、
材
料
を
用
意
し
て
「
こ

れ
を
作
っ
て
」
と
い
う
の
は
ま

れ
で
、
大
半
は
利
用
者
宅
に
着

い
て
か
ら
が
勝
負
に
な
る
。

　

冷
蔵
庫
を
覗
く
。
何
に
も
な

い
こ
と
も
あ
る
が
、
少
な
く
と

も
「
カ
ボ
チ
ャ
や
ニ
ン
ジ
ン
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
は
あ
る
」。

勢
い
「
煮
物
を
作
る
こ
と
が
多

い
」。常
に
訪
問
記
録
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
前
回
と
重
な
ら
ぬ
よ
う

心
掛
け
る
。
味
は
「
健
康
を
考

え
て
、
薄
め
」。

　

家
庭
料
理
が
基
本
。
そ
こ
に

職
場
の
研
修
な
ど
で
チ
ヂ
ミ
な

ど
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
加
え
、

先
輩
に
は
少
な
い
材
料
で
作
る

工
夫
を
教
わ
る
。
そ
し
て
「
祖

母
を
は
じ
め
と
し
た
家
族
」
も

大
事
な
先
生
。
味
見
役
を
委
ね

て
い
る
。

　

高
校
の
先
生
の
勧
め
で
入
っ

た
こ
の
道
。「
高
齢
者
と
話
す

の
が
大
好
き
」
な
馬
場
さ
ん
に

ピ
ッ
タ
リ
な
仕
事
だ
っ
た
。
取

材
中
マ
ス
ク
で
顔
は
隠
れ
て
い

た
も
の
の
、
そ
こ
に
見
え
る
目

は
微
笑
み
、
輝
い
て
い
た
。

No.5NNNNoo.555

ひたすらに、入念な下準備。利用者と心通わす思いやり。

【
内
容
】

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
関
わ

り
を
、
Ｓ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
が
演
じ
て
み

せ
ま
す
。
家
族
は
「
嫁
」

「
娘
」「
妻
」
の
三
つ
の
事
例

で
か
か
わ
り
方
を
考
え
ま
す
。

正
し
い
か
か
わ
り
方
を
み
せ
る

映
像
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
視
聴

後
に
講
座
や
研
修
で
「
認
知
症

の
人
の
心
」
に
つ
い
て
感
じ
る

こ
と
を
深
め
て
下
さ
い
。

※
Ｓ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
（
認
知
症
模
擬
演

技
者
）
：
認
知
症
に
な
り
き
っ

て
認
知
症
を
演
じ
る
こ
と
が
で

き
る
専
門
的
な
技
術
を
持
っ
た

人
た
ち
で
す
。
Ｓ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
が
認

知
症
を
演
じ
、
関
わ
り
の
疑
似

体
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

認
知
症
の
人
の
心
を
感
じ
て
」

　
　
　

〜
も
し
自
分
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
〜

　
　
　
　
　

Ｓ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
に
よ
る
認
知
症
を
抱
え
る
家
族
を

支
え
る
研
修
Ｄ
Ｖ
Ｄ

◆
監
修　

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー

◆
制
作　

 

特
定
非
営
利
法
人 

ア
ビ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
た
す
け
あ
い
／

株
式
会
社
シ
ル
バ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル

◆
時
間　

24
分

新潟ユニゾンプラザ
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